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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、クリーンかつ半永続的な太陽エネルギーを利用した光エネルギー変換システムの構築を目的として電子
ドナー・アクリジニウムイオン連結分子の開発とその光電子移動触媒作用についての研究をまとめたものである。主
な成果はつぎのように要約される。 
⑴ １段階の光誘起電子移動によって非常に長寿命の電荷分離状態を生成する連結分子の設計・開発についてまと
めている。電子ドナー・アクセプターを直結することで電荷分離寿命を長寿命化できることを見出し、その光
電子移動特性について系統的な評価を行っている。その中でも、光触媒の機能として必要な電荷分離寿命、電
荷分離エネルギー、量子収率を全て兼ね備えた連結分子【9-メシチル-10-メチルアクリジニウムイオン（Acr＋
-Mes）】が開発されている。 
⑵ Acr＋-Mes の光励起によって生成する高エネルギー・長寿命電子移動状態を利用した光触媒反応への展開につ
いてまとめている。Acr＋-Mes を電子移動光触媒として利用することで、基質の酸素化反応だけでなく、光水
素発生や光電変換デバイスヘの応用にも成功している。 
 以上のように、本論文は光触媒の開発だけでなく、光触媒反応への応用に成功し、エネルギー・環境問題の解決に
向けた重要なステップとなる。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
